FUN project　第四日目　講演会開催報告
≪講演概要≫

第四日目は、ＵＮＩＣＥＦ東京事務所副代表の城石幸博氏、ＦＡＯ日本事務所所長横山光弘氏、ＵＮＨＣＲ駐日事務所駐日代表Johan Cels氏によるご講演でした。

ＦＵＮ project連続講演会の最終日であるこの日は、四日間で最も多くのお客様にいらしていただき、会場は満員となりました。講演の内容は、それぞれの国連機関の仕事内容から、個人の体験談まで、とても幅広いものでした。なかなか知ることの出来ないことが多く、国連をより身近に感じることができました。
＜ＵＮＩＣＥＦ城石幸博氏＞
　ＵＮＩＣＥＦの城石幸博氏からは、まず、ＵＮＩＣＥＦの仕事内容と世界の現状を説明していただきました。きれいにバランスのとれた人口のピラミッドが、エイズによって崩壊してしまうということを図で説明してくださったり、紛争が起きる地域には子どもが多いということを地図で説明してくださったりと、とても分かりやすい御説明でした。続いて、「なぜ海外に行くことになったのか。そして、その後の経緯」について、実際に現地で撮った写真を見ながらのお話をいただきました。さらに、国連職員になるために必要なことを実体験に基づきお話いただきました。
ご講演の最後には「Let’s try our very best for them.」という言葉が画面に映し出されました。全体を通し、写真や実体験が豊富で分かりやすく、とても印象的なご講演でした。
＜ＦＡＯ横山光弘氏＞
　ＦＡＯの横山光弘氏からは、まず、運営機関などのＦＡＯの仕組みをお話いただきました。「飢餓のない世界の構築に貢献すること」を使命としているＦＡＯは、２０１５年までに飢餓人口を半減させることを目標としています。また、ＦＡＯは、１国１票制によって運営されているため、途上国の意見も多く取り入れられる仕組みになっているそうです。世界の穀物需給については、消費より供給の方が多い年が減少しているという事実から、事態はさらに深刻になっていると説明していただきました。続いて、ＦＡＯの基本的な仕事、ＦＡＯで働くことについてお話していただきました。日本事務所ならではの具体的な仕事内容のお話もあり、ＦＡＯ職員を目指す人にとって、大変貴重な情報となりました。最後に、トラックの上で非常に多くの人が助けを求めている写真をスクリーンへ映し、「これがまさに途上国の農業の状況である。」と会場へ呼びかけて下さりました。
＜ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）Johan Cels氏＞

　ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）のJohan Cels氏は、初めにこの講演会で伝えたい二つのメッセージについてお話し下さいました。まず一つ目に、国連における日本人職員の割合を増やす重要性について、解説をして下さいました。特に若い女性が国際的キャリアを構築することの重要性を強調していらっしゃいました。そして二つ目には、現在世界には国籍を持たない人々が1,000万人から1,300万人いるという事実ととともに、ＵＮＨＣＲについて、とりわけ難民についての理解を増すようにと、学生達へ訴えかけて下さいました。続いてＵＮＨＣＲにおける日本の役割についてと、世界地図を用いての世界の難民分布についてのご説明がありました。多くの難民を受け入れており、また、現在、大規模な国内避難民が発生し人道危機にあるパキスタン、また、内戦により国内避難民が急増しているスリランカ等の国々についても、その厳しい現状をお話し下さいました。
　難民問題については、受け入れに消極的である等の批判も聞かれる日本ですが、セルス氏は特定のひとつの国について言及するよりも、私達に「自分には何ができるか」を考えてほしいとおっしゃり、“try to understand, not judge”（判断するのではなく、理解するようにしなさい）という強いメッセージを下さいました。

　終始英語による講演となりましたが、学生達は食入るようにセルス氏のお話に耳を傾け、質疑応答の際にも英語による多くの質問が投げかけられました。
